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１ 日 時  令和６年 11月１日（金） 第１時 10：20～11：10 

２ 学 級  １年 D 組 （１年 D 組教室） 

３ 題材名  Fuchu Expo – An Important Element of Myself – 

 

４ 本題材で願う学び 

  自分の好きなもの、趣味、力を与えてくれるものや大切なものなど、心から魅力的に感じるものについ

て紹介するために、自分自身をより知り、相手に伝わるような英語の表現方法を追求するなどして、紹介す

るものの魅力や自分の心の奥にある思いを英語で語り合うことや相手の思いや考えを知ろうとやりとりを

することを通して、人と心でつながるコミュニケーションにおいて大切なことについて考えを深めていく。 

（学習指導要領との関連：(3)話すこと [やり取り]アイ (4)話すこと [発表]イ） 

 

５ これまでの学び 

 英語によるやりとりを通して得られる、言葉を介

して人とコミュニケーションをとることのよさを

感じてほしいと願い、１年生最初の題材として次の

活動を設定した。子どもたちは学校生活を充実させ

るための仲間づくりをめざして、出会って間もない

クラスメイトのことを知るために、My Manual（私

のトリセツ）を交換し合い、英語で会話することに

挑戦した。子どもたちは、この題材を通して、以下

の学びを得たと考えられる。 

 

(1) コミュニケーションにおける「思い」と「相手  

意識」をもつ大切さ 

子どもたちは My Manual を交換しながら英語で

やりとりする活動を通して、コミュニケーションに

対するとらえ方を変容させていった。はじめは英語

で会話をしただけでコミュニケーションができて

いるという満足感があった。しかし、題材の目的に

立ち返りながら、経験を積み重ねていくうちに、「自

分のことをもっと伝えたい」「相手のことをもっと

知りたい」「一方的ではなく双方向的に充実したや

りとりができるような工夫をしたい」と考えるよう

になった。実践を積み重ねたことにより、英語で自

分のいいたいことが相手に伝わったり、相手のいい

たいことがわかったりして、心が通う瞬間に得られ

る楽しさやおもしろさ、喜びを実感することができ

た。 

以下は、子どもたちが題材における活動をふり返

ったものである。 

 

・自分のことを英語でわかりやすく相手に表現

すること、英語で相手のことを知ろうと一生懸

命英語で話すことの大切さを学んだ。 

・会話は言葉のキャッチボールだから、一方的に

自分がしゃべり続けるのではなく、相手がいっ

たことに対して、質問や反応をしてコミュニケ

ーションをとることが必要だと思った。 

・コミュニケーションをとる中で話題を深掘り

することが一番大切だと感じた。そうすること

で、互いに共感でき、もっと知ることができる

ため、交流がより楽しくなったと思う。 

（題材のふり返りより） 

 

ふり返りからも、コミュニケーションをとる際に

は、相手意識をもって思いを共有すること、相手の

思いを知り、理解しようとよく話を聴くこと、質問

や反応をすることなどを意識していたことがわか

る。 

子どもたちのあらわれから、英語でやりとりをす

ることを意識的に実践することで、子どもたちはコ

ミュニケーションにおける「思い」と「相手意識」

をもつことの重要性を感じられたことが見とれる。

そして、その両方が折り重なることで、より豊かで

両者にとって意味のあるやりとりの実現を可能に

することに気づくことができたといえる。 

 

(2) 粘り強く多様な表現方法を追求する必要性 

 子どもたちは My Manual を作成したり、それら

を交換しながら英語でやりとりしたりする活動を

通して、英語による表現方法と言葉以外の表現方法

について考え、試行錯誤しながら自分の思いを表現

してきた。 

まず、子どもたちは言葉に焦点をあて、英語で自

分たちの思いを表現したり、相手にとってわかりや

すい表現を模索したりした。その中で、辞書で知り
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たい英単語を調べても見つからない経験や調べた

言葉を使って表現したのに相手にうまく伝わらな

い経験から、英語の言語知識を工夫して活用するこ

とが必要であることに気づいていった。 

例えば、「よろしくね」は日本語特有の表現で、よ

く “Nice to meet you.” と訳されるが、これは「あ

なたに会えてよかった」という意味である。この題

材で伝えたい「よろしくね」という言葉に込めたい

思いは何かと子どもたちに問い返すと、「仲良くし

てね。(Let’s be good friends.)」「話そうね。(Please 

talk with me.)」「これから１年間、楽しみだね。(I 

look forward to this school year.)」「これから一緒

に頑張ろう。(Let’s try our best together!)」などさ

まざまなものがあった。言葉の中にある思いを引き

だし、別の言葉で言い換えることで、いいたいこと

を英語で表現することができるパラフレーズの考

え方を学んだ。それによって英語表現の幅に広がり

がでてきた。 

子どもたちは、パラフレーズを活用してやりとり

を重ねる中で、とっさにうまく英文をつくることが

できない経験や言葉だけでは十分に思いが伝わら

ない経験をしたり、もっと楽しく盛り上がる会話を

したいという思いをもったりした。そこから、何と

かして相手に思いを伝え、やりとりをより充実させ

るために、ジェスチャーや表情、声のトーン、話す

スピード、実物を見せるなどの非言語的コミュニケ

ーションを用いた工夫のよさを見いだした。 

自らの言葉で思いを語るために粘り強く英語表

現を追求し、そのうえで言葉と非言語的コミュニケ

ーションを複合的に活用することの必要性を学ん

だのではないだろうか。 

 

子どもたちは、My Manual を作る過程や英語で

やりとりをする場面において、自分自身や相手に思

いを巡らせ、人とつながることのおもしろさを実感

した。それを原動力に、さらに互いのことを知ろう

と意欲的に活動に取り組む姿が見られた。この題材

を通して得た学びは、人と人とが心でつながるコミ

ュニケーションを実現させる大きな一歩となって

いると考えられる。これから、自分や相手のより深

部に迫り、伝えたい思いや英語表現にじっくり向き

合い、その人にしか伝えられない思いをその人の言

葉で表現する題材との出会いが、子どもたちのさら

なる成長につながることを願っている。 

 

６ 題材観 

(1) 本題材の価値 

 本題材では Fuchu Expo という活動を軸に授業

を展開していく。Fuchu Expo とは、子どもたちが

心から魅力的に感じるもの、つまり自分自身を形成

する大切な要素 “My Element” をテーマとした展

覧会である。展覧会本番に向け、子どもたちは My 

Element を見つけるために、自己分析や英語表現の

追求、本番を想定した準備をする。このような活動

を通して見られる本題材の価値は以下の通りであ

る。 

 

①My Element ―人に思いを伝えるー 

 My Elementのよさや自分の思いを人に伝える活

動には、以下の三つの魅力がある。 

 

ア 心から魅力的に感じるものに思いを巡らせるこ

と 

好きなもの、趣味、力を与えてくれるもの、大切

なものなど、心から魅力的に感じるものは自分を形

成するポジティブな一要素である。人は「好きなも

の」と向き合うと、自然と楽しい気持ちになったり、

夢中になったりと幸福感や満足感といった肯定的

な感情を抱くだろう。もののよさや思いを適切な言

葉で言語化することは難しいが、夢中になれる魅力

を感じるからこそ話したいという思いが生まれる

だろう。本題材で心から魅力的に感じるもの、つま

り My Element と向き合うことは、他のどの話題よ

りも、自然といいたい、伝えたいという思いをわき

あがらせる魅力がある。 

 

イ 伝えたい思いを引きだすために自分をもっと知

ること 

人に伝えたいと思える My Element を見つける

ためには、自分のことをもっと知る必要がある。し

かし、中学生のこの時期は、「自分がどんな人間で、

何者であるのか」と思い悩む時期にある。そのため、

自分について深く掘り下げて理解し、心の奥にある

思いに迫ることは大変価値のあることである。一方

で、この思いを自分自身との対話だけで見いだすこ

とは難しい。より客観的な視点からまだ見ぬ自分に

気づかせてくれる他者の存在が重要となる。他者と

のかかわりの中で、互いに助け合いながら、自分の

新たな一面を見つけていくだろう。自分を知ること

により、心から魅力的に感じるものが明らかになっ

ていくことで、そのよさを誰かと共有したい、伝え

たいというコミュニケーションの原動力となる思

いが生まれるだろう。 

 

ウ 自分の思いを伝えるための英語表現の追求 

My Elementのもつ魅力を英語で表現するために

は、より具体的な説明や特徴を示す表現が必要にな

る。中学生は英語で感想や印象について述べるとき、

“exciting”や “interesting” などを使用することが

多い。しかし、「なぜ」 “exciting”や“interesting”で

あるのかを英語で答えることは困難なことであろ

う。例えば、I like baseball because it’s exciting.で
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は野球の何に心を引かれ、何をおもしろいと思って

いるのかを言語化できていない。それがもつよさや

魅力的に感じる理由などと向き合い、言語化するこ

とで、言葉に込められた思いがより生き生きと鮮明

に映し出されることだろう。また、好きなものなど

について英語で伝えるとき、特有の言葉や魅力を味

わう感覚的なものについて英語で表現したくなる

だろう。それらを他者に共有するためには、言葉の

もつ意味やニュアンスをより明確にし、どのように

すれば相手に自分の意図していることや思いが伝

わるのかをよく考え、工夫を凝らして英語で表現す

る必要がある。このように自分の思いを伝えるため

に英語表現を追求する姿は、伝えたい思いを原動力

に相手意識をもって試行錯誤するという、コミュニ

ケーションと真摯に向き合う人間的な姿である。 

 

②Expo ―ものを通して人と人がつながるー 

 Expo（展覧会）の魅力は、鑑賞者が展示物やタイ

トルから、その背景にいる出展者に思いを巡らせる

ことができるところである。本題材における Expo

は一般的な展覧会とは異なり、リアルタイムに対面

で出展者と鑑賞者がやりとりをして、つながること

ができる場である。このような展覧会を出会い、表

現する場として設定することにより、以下の二つの

価値が生まれる。 

 

ア 新たな出会いによって広がるかかわり 

展覧会で、人はものを通して他者の思いにふれる

ことができる。誰しもが展示物やタイトルを見たと

き、これらに込められた思いを感じとろうとするだ

ろう。展示物やタイトルに心を動かされ、その背景

にいる人に思いを馳せることで生まれる新たな出

会いがあるはずである。英語の授業では、英語表現

の幅を広げることや互いの考えを伝えたり、理解し

たりすることを目的に英語でやりとりしていく活

動をする。そのとき、子どもたちは決められた方法

で話す相手を変えたり、自由に話したい相手を選ん

だりすることが多い。そのため、やりとりをする意

欲がわかなかったり、話す相手が固定化されてしま

ったりすることがある。だからこそ、本題材では、

ものを通して人の思いにふれることで生まれる出

会いをきっかけに、普段あまり話さない相手と話し

たり、気の知れた相手の知らない一面に気づいたり

するようなかかわりの広がりを見せるだろう。 

 

イ 自然と生まれるやりとりを重ねていくこと 

相手の思いを知りたい、話してみたいという思い

や自分の思いを伝えたい、わかってもらいたいとい

う思いをもつことで、自然とやりとりが生まれる。

展覧会の場は、それが実現される場である。やりと

りの中で、鑑賞者は相手の思いやいいたいことを理

解するために、話を聴くだけでなく、相手の思いを

理解し、自分の言葉で相手への賛同を示したり、自

分なりの解釈を伝えたり、質問したりすることなど

を大切にしていくだろう。このようなかかわりは、

相手の伝えようとする意欲をさらにかきたて、改め

て自分自身を見つめ直すことや英語表現の追求な

どにつながるだろう。出展者は、自分のいいたいこ

とを伝えるだけでなく、相手が知りたいことは何か

を理解し、それに応えようとするだろう。これによ

りやりとりがより活発なものになっていき、互いを

わかり合うことにつながると考えられる。互いに話

し手であり聞き手である意識を大切にして、やりと

りを重ねていくことは、人と人の心が通うコミュニ

ケーションをしていくために非常に重要なことで

ある。ものを通した出会いをきっかけに、互いの思

いに迫り、心からつながるかかわりが生まれたら素

敵である。 

 

(2) 本題材で願う子どもの姿 

 本題材で願う子どもの姿は大きく二つある。 

 一つめは「自分の好きなものの魅力や自分の思い

を伝える英語表現を相手意識をもって追求する姿」

である。子どもたちは、自分の好きなものや大切な

ものなどが何かを感覚的にとらえているが、何によ

さを感じ、それをどのように思っているのかを具体

的に言語化したり、意識したりしていることは少な

い。だからこそ、改めて自分自身や心から魅力的に

感じるものと向き合ってほしい。そうすることで、

「自分の好きなもののよさを語りたい」「人と共有

し、理解してもらいたい」という思いがわきあがっ

てくるのではないだろうか。それらを英語で伝える

ことは容易なことではないが、自分の好きなものと

向き合うことを原動力に、どのようにして語ろうか

思いを巡らせるだろう。その中で、さまざまな既習

表現を組み合わせたり、英語表現を調べて比較した

りしながら、自分の思いが伝わるように特徴やよさ

を言いあらわしていく。そこで選択した英語表現を

吟味しながらじっくりと向き合うことを願ってい

る。さらに、相手とやりとりをする中で、自分の意

図が伝わっているのか相手に確認しながら言葉を

選んだり、理解してもらえるように言い換え表現を

探したり、具体例を示したりする姿も見られるかも

しれない。相手意識をもつことを大切にして、納得

できるまで自分の思いを伝える英語表現を追求し

ていく姿を期待したい。 

二つめは「相手の新たな一面を知ろうとする中で、

相手の思いに寄り添ってかかわる姿」である。互い

の好きなものについて語り合う中で、聞き手の立場

で相手とかかわる場面がある。 

子どもたちは話を聴いて疑問に思ったことや理

解できなかったことを聞き返したり、相手の考えに
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対する自分の考えを伝えたりしながら、相手の思い

をくみ取りそれを表す英語表現を一緒に追求して

いくだろう。その過程で、相手の思いに寄り添い、

伝えたいことや考えていることをわかろうとする

やりとりを重ねてほしい。やりとりを重ねる中で、

クラスメイトのもつ多様な価値観や感性、英語表現

にふれることができるだろう。それにより、問い返

しの内容や英語表現の幅が広がり、さらに相手の思

いを引きだし、理解しようと寄り添ってかかわる姿

を期待したい。 

 

 本題材を通して、相手意識をもって英語表現を追

求することで自分のいいたいことを豊かに表現で

きることを実感してほしい。また、子どもたちが英

語でやりとりをし、相手とわかり合えたことへの達

成感や喜びを感じてほしい。さらに、異なる価値観

を知る中で自分自身の考えが深まることに対する

充実感を得てほしい。これらの気づきや学びを通し

て、人と心を通わせるコミュニケーションのあり方

やそれを実現させるために大切なことなどについ

て子どもたちそれぞれが考えを深めていってほし

い。 

 

７ 題材構想（全 21時間） 

(1) What is “Fuchu Expo”?（１時間） 

(2) What do you want to do in Fuchu Expo? みんなでどのような Fuchu Expo にしたいか考えよう。 

（１時間） 

(3) Let’s know more about ourselves! What is “My Element”?（５時間） 

(4) How can we talk about My Element more attractively?（７時間） 

(5) Fuchu Expo 2024 (The Performance Day)（５時間本時はその１） 

(6) What did you learn through Fuchu Expo?（２時間） 

 

 Fuchu Expo とは、子どもたちが心から魅力的に

感じるもの、つまり My Element を紹介する展覧会

である。子どもたちが出展者や鑑賞者となり、My 

Element について英語でやりとりをする。Fuchu 

Expo 開催に向け、自己分析をし、自分の思いを表

すための適切な英語表現の検討や当日を想定した

シミュレーションなどに取り組む。 

 

(1) What is “Fuchu Expo”? （１時間） 

 第１時で、子どもたちは学年職員の用意した展示

物や英語によるビデオメッセージからMy Element

に出会い、そこに込められた思いを感じながら

Fuchu Expo のイメージを膨らめていく。Expo の

意味やイメージを子どもたちと共有した後、子ども

たちは実際に展示物を見て、その背景にいる人に思

いを巡らせていくだろう。「My Element がその人

にとってどのようなものであるか」「展示物に対し

てどのような思いをもっているのか」など想像する

ことを期待したい。そのうえで英語によるビデオメ

ッセージを見ることにより、言葉を通して人の思い

や意外な一面にふれることで、よりその人のことを

知りたくなるだろう。また、普段英語を話さない身

近な人が、英語を使って一生懸命子どもたちに思い

を届けようとする姿は子どもたちの印象に残るは

ずである。そして子どもたちに、「これから先生た

ちの Expo を超える、１年生の Fuchu Expo を作っ

てみよう」と授業者から提案する。第１時を通して、

子どもたちは以下のような思いを抱くだろう。 

 

・自分の好きなものを紹介している先生がいた。

私も、自分の好きなものをクラスの人にも知っ

てもらえるような紹介ができるように頑張り

たい。 

・先生たちの My Element が意外で、知らない一

面を知ることができた。ビデオを見て、タイト

ルの意味がよくわかった。クラスメイトはどの

ような My Element を選ぶのか知りたくなっ

てきた。 

・Fuchu Expo を自分たちでつくっていくことが

おもしろそうだ。先生たちの紹介を見て、My 

Element のイメージがわいた。好きなものを選

んでいる人もいれば大事なものを選んでいる

人もいて、自分は何にしていこうかこれから考

えていきたい。 

・まだ、はっきりと Fuchu Expo のイメージがも

てていない。英語の紹介は理解できたが、自分

が英語で話すことができるかが心配だ。  

など 

 

(2) What do you want to do in Fuchu Expo? みん

なでどのような Fuchu Expo にしたいか考え

よう。 （１時間） 

第２時では、Fuchu Expo の具体的なイメージを

もち、Fuchu Expo で大切にしたいことを子どもた

ちと共有するために、「どのような Fuchu Expo に

していきたいか」となげかける。子どもたちは、漠

然とした「楽しさ」や「おもしろさ」、場の雰囲気な

ど表面的な部分に着目していくだろう。授業者は、
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子どもたちが Fuchu Expo を徐々に自分ごととし

てとらえられるように、より内面的な部分に視点を

向けられるような問い返しをする。共有を通して、

子どもたちは、Fuchu Expo へのイメージをさらに

膨らませ、自分たちが何をめざし、何を大切に活動

していくかを明確にしていくだろう。共有を終えた

子どもたちは、Fuchu Expo について以下のような

思いを抱くだろう。 

 

・ただ好きなことを紹介するのではなく、心から

魅力的に感じるものは何かをよく考えて、深い

内容にしていきたいと思った。 

・Fuchu Expo を通して、クラスの人たちのこと

をもっと知り、自分が見せていない一面を知っ

てもらうことで、お互いを理解して、より仲を

深めるきっかけにしていきたい。 

・今日の話し合いを通して、互いにいいたいこと

が話せたり、相手のいいたいことがわかったり

して会話の弾む楽しいExpoにしていきたいと

思った。 

・ALT の先生との会話では、相手をもっと知る

ための質問ができなかったので、今回はクラス

メイトの My Element のよさをよく理解する

ために、積極的に質問して、自分から話せるよ

うに頑張りたい。 

・My Element がどのようなものであるかはわか

ってきた。正直、自分のことをあまりよくわか

っていないので My Element を見つけること

が大変そうだ。 

など 

 

(3) Let’s know more about ourselves! What is “My 

Element”? （５時間） 

 第３時からは、My Element を見つけだすために

マインドマップを使った自己分析や英語によるや

りとりをしていく。まず始めに、自分のことをもっ

と知るために、マインドマップを活用し、自分は何

が好きなのか、大切なものは何かなどをじっくり考

えていきたい。子どもたちは自分のことを掘り下げ

ていく中で、以下のような思いをもつだろう。 

 

・好きなことだからいいたいことがたくさん見

つかった。日本語であれば、話が止まらなくな

ると思う。 

・私は趣味について話したい。趣味に打ち込んで

いる時間がとても充実していて、みんなにもよ

さを知ってもらいたい。 

・いくつか My Element の候補がある。この中か

らどれを選べばいいのか迷っている。 

・思いつく My Element が１つある。でも、理由

を説明することがとても難しい。 

など 

 

この活動を通して、自分が語れる話題を探り、マ

インドマップの枝の広がりを見ながらMy Element

として何を選ぼうかを考えることができるだろう。 

次に、クラスメイトと英語でやりとりをすること

を通して、My Element になりえるものを集めてい

く。相手のことをより知るために、My Manual の

授業で気づいた what や why を使った質問や相手

からさらに情報を引きだすための英語表現を思い

出し、この活動に生かしていくだろう。 

 子どもたちは、英語によるやりとりと共有を繰り

返しながら、My Element について深掘りしていく

だろう。この一連の活動の中で、試行錯誤して、互

いの内側にあるものを引きだし、知ろうとする姿が

見られることを期待している。子どもたちは、やり

とりをする過程で、以下のような思いをもつだろう。  

 

・「なぜ」と相手にたくさん聞いていくことで、

相手が考えるきっかけになり、深掘りすること

ができると思う。自分も「なぜ」と聞かれると

それに答えるために自分について改めて考え

ようとすることで My Element になりそうな

ものが１つ増えた。 

・楽しい雰囲気で話すと、会話が弾んだ。質問す

ることに加えて、話しやすい雰囲気を作ること

は、相手の思いをひきだすために必要だと思

う。 

・最初は、英語で質問することが活動の目的にな

ってしまった。そこで、相手の趣味についても

っと教えてほしいと伝えたらたくさん話して

くれたので、それが相手の My Element なの

かもしれないと思った。 

・英語のいい方がわからないときはペアで相談

しながら進められた。ペアが変わったときに、

その表現を使って相手のことを深掘りしてい

くことができた。 

など 

 

子どもたちは英語で相手のことを掘り下げてい

くことに難しさを感じるだろう。ここで使った表現

や疑問が残った点については記録を残し、後に参考

にしたり、再検討したりすることができるようにし

ておきたい。英語によるやりとりで My Element を

探る活動を終えて、以下のようなことをふり返るだ

ろう。 

 

・話していく中で、自分が話せそうなことが見つ

かった。 
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・クラスの人と話して、好きな歌手を My 

Element として紹介したいと思った。他のこと

よりも話せることが多く、そのことを話してい

るととても楽しかったので、My Element の中

でも魅力的だと思っているのだろうと感じた。 

・サッカーのことを話したいと思っていたが、友

達に質問されて思っていたよりも答えられな

かったから、もっと調べたり、本当にサッカー

が My Element かを考えたりしたい。 

・いいたいことや思いはあるが、うまく言葉にす

ることができなかった。言葉にすることは難し

いが、どのようにしたら言葉にあらわせるかじ

っくり考えていきたい。 

など 

 

 このようなさまざまな思いをもちながら、子ども

たちは My Element を決定していくだろう。 

 授業者は決定した My Element を確認し、本番に

向けた検討を行うために３～５人グループをつく

る。以後、Fuchu Expo 当日まではこのグループの

メンバーと内容や英語表現などを追求していく。 

 

(4) How can we talk about My Element more 

attractively? （７時間） 

 第８時からは、My Element について紹介する内

容や英語表現の方法を個人やグループで追求して

いく。また、展示物のタイトルを考えたり、本番を

想定したシミュレーションをグループで行ったり

もしてほしい。 

 Fuchu Expo では、子どもたちが心から人とつな

がろうとする姿を大切にしたいと考えている。その

ため、紹介原稿を作成せず、必要な単語やフレーズ、

想定質問やそれに対応するときに使いそうな表現

などを書いたメモのみを作成することとしたい。授

業者は原稿を作らないことへの不安をもつ子ども

たちの思いを受け止め、十分な準備時間の確保をす

る。その中で、子どもたちはグループでの協力や

ALT、授業者からのフィードバックなど、さまざま

な方法に支えられながら英語で表現することに挑

戦していくだろう。 

 子どもたちは、より相手にわかりやすく伝えるこ

とをめざして表現を磨いていくだろう。それぞれの

活動が進んできたところで、授業者は “How can 

we tell about My Element more attractively with 

our thoughts and feelings?”（My Element に思い

をのせてより魅力的に伝えるためにはどのように

したらよいのか）と問いかける。子どもたちは、選

択した英語表現が本当に伝えたいことをあらわし

ているのか、ただの情報の羅列になっていないか、

自分の思いに寄り添ったものか、相手意識をもった

ものかなどの視点をもって、自分たちの英語表現を

ふり返るだろう。さらに、子どもたちの考え方に広

がりが出るように、子どもたちのアイデアを全体で

共有する場を設定していく。 

 子どもたちは表現や伝え方を磨くために、シミュ

レーションを重ね、紹介の仕方や鑑賞者になげかけ

る言葉など、聞き手を引きつける話し方の工夫にも

思考を巡らせていくだろう。 

グループのメンバーとの話し合いを通して、自分

が本当に伝えたいことを英語で表すために単語の

選択や文章構成を追求し、聞きとりやすさや伝わり

やすさなども考慮した、豊かな英語表現を追求して

いく姿を願っている。 

 

・はじめは、猫の情報を紹介するだけの内容だっ

たが、どのようなところがかわいいのか、自分

が心のよりどころにしているということがわ

かるエピソードを加えることで、より自分の気

持ちが伝わる紹介を考えることができた。ま

た、聞いてくれる人への質問を考えたので、聞

いている人とのやりとりも楽しめる Fuchu 

Expo にしたい。 

・「ご当地限定」と英語でいいたくて、ローカル

やオンリーという言葉を思いついた。調べると

local-limited だったが、聞きなじみがなく難し

いと思ったので、It has many kinds of local 

designs. Look at this. You can buy it only in 

Shizuoka. と言うことにした。簡単な英単語で

も組み合わせや使い方次第で、うまく自分のい

いたいことを伝えられると思った。 

・友達とシミュレーションをする中で、友達の英

語表現や話し方の工夫を見つけ、自分も真似し

たいと思った。また、相手に聞きたい共通した

質問が見つかった。本番では積極的に英語で質

問ややりとりをしていきたい。 

など 

 

(5) Fuchu Expo 2024 (The Performance Day)（５

時間 本時はその１） 

 子どもたちが My Element をクラスメイトと共

有する。これまでの準備を生かし、My Element に

ついて語り合うことに挑戦する。実際に活動するこ

とを通して、失敗と改善を繰り返し、試行錯誤しな

がら英語によるやりとりを生みだしてほしい。例え

ば、鑑賞者の反応を見ながら話すこと、自分の伝え

たいことを相手がわかるまで言い換えをしたり具

体例を使ったりして諦めずに伝えること、 “I think 

so too.” など出展者の思いに共感する言葉をかける

こと、why や what などを用いて出展者の考えや思

いをもっと知ろうと質問すること、伝えたいことが

わからなかったり聞きとれなかったりしたとき、 

“What is ~?” “Please tell me about ~ one more 
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time.” など相手のいいたいことを理解するために

出展者にかかわることなどが、互いをわかろうとや

りとりをしようとする姿として考えられるだろう。

目の前の相手とのコミュニケーションを楽しみな

がら、自分の思いを伝えようとしたり、クラスメイ

トの話を聴いたりして、やりとりを重ねていく中で、

互いの新たな一面を発見し、英語表現などの工夫を

学びとってほしい。Fuchu Expo を終えた子どもた

ちは、以下のようにふり返るだろう。 

 

・準備した成果を出せた。メモを頼りにその場で

英文をつくりながら話せたので、聞いている人

の反応を見ながら進めることができた。 

・普段話さない人と話すことができた。その人の

趣味を知ってはいたが、直接詳しく話を聞いて

みて、自分も興味をもつことができた。 

・聞いている人が反応や質問をしてくれたから、

自分の伝えたいことが相手に伝わっているこ

とがわかり嬉しかった。聞き手は理解している

ことや思っていることを言葉にすることが大

切だと思った。 

・友達の My Element の紹介を聞いて、本当に好

きだという気持ちがエピソードから伝わって

きた。難しい単語もあったが、知っている単語

を使って詳しく説明していたことは、とてもい

い工夫だと思った。英語で表現するとき、簡単

に言い換えることだけが正解ではないことが

わかった。 

・最初はぎこちない会話だったが、やりとりを繰

り返していくうちに、質問の仕方やかかわり方

がわかってきた。少しずつその場で思ったこと

や知りたいことを聞くことができるようにな

って、Fuchu Expo を楽しむことができた。 

など 

 

(6) What did you learn through Fuchu Expo? 

（２時間） 

 本題材を通した学びをふり返る時間としたい。自

分やクラスメイトの取組から、得られたことや今後

につなげていきたいことについて一人一人が考え

をもってほしい。 

 

・今回は My Element を見つけるところから何

度も友達と話したり、アドバイスをし合ったり

して、準備をしっかりしたことが印象的だっ

た。これにより、自分自身と向き合うことがで

き、英語で表現する内容面を充実させることが

できた。何かを語るときには、そのものをよく

知り、考えることが大切だと思った。また、自

分が相手に質問をする時には、相手の思いを引

きだし、理解しようとする気持ちをもつことが

必要だと思った。 

・今回、My Element の魅力を伝えるために、言

葉選びを意識して取り組んだ。伝えたいニュア

ンスがより伝わるように複数の表現を比較、検

討した。英語を使って自分のいいたいことを伝

えるためには、ただ英訳すればいいわけではな

く、自分の思いが伝わるような単語をよく考え

て選び、聞いてくれる相手にとってわかりやす

いものを考えることがとても大切だと思った。 

・Fuchu Expo を通して、人と直接コミュニケー

ションをとることのよさを改めて感じた。互い

に自分のいいたいことが相手に伝わったり、相

手のいいたいことがわかったりすると、その人

との心の距離が縮まったように感じることが

できるからだ。それは、自分の思いを自分の言

葉で伝え、その言葉をしっかりと相手に受け止

めてもらえていることが、相手の言葉から伝わ

ってきたからだと思う。 

 

今回の経験を通して、人と心でつながる瞬間を実

感し、それを実現させるためには何が大切であるか、

クラスメイトのどのような姿が素敵であったかな

ど、人と心でつながるコミュニケーションのあり方

や大切にしたいことについて考えを深めていくだ

ろう。人と心でつながるコミュニケーションにおい

て、何を大切だと思うかは人それぞれであるが、自

分と相手の思いに寄り添い、その思いを大切にしよ

うとしていることは共通しているだろう。今後、子

どもたちそれぞれが学び、考えたことを生かして、

人と心でつながろうとする姿を願っている。 

 

 

参考文献：文部科学省(2017) 『中学校学習指導要領 外国語編』 

参考資料：EXPO 2025 大阪・関西万博公式 Web サイト https://www.expo2025.or.jp/ 

 

 


